
Microsoft NLB

この章で説明する内容は、次のとおりです：

• Microsoft NLBについて（1ページ）
• [Cisco ACI] Microsoft NLBサーバーの構成（5ページ）
• Microsoft Network Load Balancingの注意事項と制限事項（8ページ）
• GUIを使用したユニキャストモードでのMicrosoft NLBの設定（10ページ）
• GUIを使用したマルチキャストモードでのMicrosoft NLBの構成（11ページ）
• GUIを使用した IGMPモードでのMicrosoft NLBの設定（12ページ）

Microsoft NLBについて
Microsoftネットワークロードバランシング（NLB）機能は、クライアントトラフィックを多
数のサーバに分散し、各サーバがアプリケーションの個別のコピーを実行します。ネットワー

クロードバランシングは、レイヤ2の不明なユニキャストまたはマルチキャストを使用して、
着信ネットワークトラフィックをすべてのクラスタホストに同時に分散します。

Microsoft NLBノードのグループは、NLBクラスタと総称されます。NLBクラスタは、1つ以
上の仮想 IP（VIP）アドレスのサービスを提供します。NLBクラスタ内のノードは、ロードバ
ランシングアルゴリズムを使用して、NLB VIP宛ての特定のトラフィックフローを処理する
個々のノードを決定します。クラスタ内のすべてのノードはトラフィックのすべてのパケット

を受信しますが、1つのノードだけが要求を処理します。

次の図に、Microsoft NLBが [Cisco APIC]との実装方法を図で示します。
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この図では、サーバー 1とサーバー 2がMS NLBクラスターにあります。これらのサーバー
は、外部クライアントには単一ホストサーバーとして表示されます。MSNLBクラスター内の
すべてのサーバーがすべての着信要求を受信すると、MSNLBはサーバー間で負荷を分散しま
す。

3種類の異なる動作モードでのMicrosoft NLBの機能：

•ユニキャストモード：このモードでは、各 NLBクラスタ VIPにユニキャストMACアド
レスが割り当てられます。このモードは、トラフィックをクラスタに配信するために不明

なユニキャストフラッディングに依存します。

•マルチキャストモード：このモードでは、各 NLBクラスタ VIPが非 Internet Assigned
Numbers Authority（IANA）マルチキャストMACアドレス（03xx.xxxx.xxxx）に割り当て
られます。

• IGMPモード：このモードでは、NLBクラスタVIPが一意の IPv4マルチキャストグルー
プアドレスに割り当てられます。このためのマルチキャストMACアドレスは、IPv4マル
チキャストアドレスの標準MAC導出から導出されます。

ユニキャストモードについて

ユニキャスト動作モードでは、ネットワーク負荷分散は、それが有効になっているネットワー

クアダプタ（クラスタアダプタと呼ばれる）のMACアドレスを再割り当てし、すべてのク
ラスタホストに同じMACアドレスが割り当てられます。このMACアドレスは、クラスタの
プライマリ IPアドレスから取得されます。たとえば、プライマリ IPアドレスが 1.2.3.4の場
合、ユニキャストMACアドレスは 02-BF-1-2-3-4に設定されます。

ネットワークロードバランシングのユニキャストモードでは、次の図に示すように、着信ネッ

トワークトラフィックをすべてのクラスタホストに同時に配信します。
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レイヤ 2スイッチでは、すべてのスイッチポートで一意の送信元MACアドレスが認識される
ため、共通のMACアドレスを使用すると、通常は競合が発生します。この問題を回避するた
めに、ネットワークロードバランシングは発信パケットの送信元MACアドレスを一意に変
更します。クラスターのMACアドレスが 02-BF-1-2-3-4の場合、各ホストの送信元MACアド
レスは 02-x-1-2-3-4に設定されます。 xは、次の図に示すように、クラスター内でのホストの
優先順位です。
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マルチキャストモードについて

ネットワークロードバランシングは、着信ネットワークトラフィックをすべてのクラスタホ

ストに分散するためのマルチキャストモードも提供します。マルチキャストモードは、アダ

プタのMACアドレスを変更する代わりに、レイヤ 2マルチキャストアドレスをクラスタア
ダプタに割り当てます。たとえば、マルチキャストMACアドレスは、クラスタのプライマリ
IPアドレス 10.20.30.40に対して 03-BF-0A-14-1E-28に設定できます。クラスタ通信には別のア
ダプタは必要ありません。

IGMPモードについて
Microsoft NLBサーバは、IGMPを使用してマルチキャストグループに参加するように設定す
ることもできます。これをスイッチのクエリアおよび IGMPスヌーピングと組み合わせること
で、マルチキャストメッセージのフラッディングの範囲を最適化できます。

Microsoft NLBサーバは、マルチキャストグループアドレスに IGMP Joinを送信します。マル
チキャストアドレスの最後の 2つのオクテットは、クラスタ IPの最後の 2つのオクテットに
対応します。たとえば、MicrosoftNLBサーバが239.255.xxのマルチキャストアドレスに IGMP
Joinを送信する状況では、次のようになります。

•クラスタ IP：10.20.30.40

• IGMPが 239.255.に送信されました。30.40

•クライアントからサーバ方向で使用されるMAC：0100.5E7F.1E28

•クラスタ通信には別のアダプタは必要ありません
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[Cisco ACI] Microsoft NLBサーバーの構成
リリース 4.1より前のMicrosoft NLBのデプロイメントには、 [Cisco ACI]ファブリックはレイ
ヤ 2のみである必要があり、エンドポイントのレイヤ 3ゲートウェイとして外部ルータを使用
します。リリース 4.1以降、 [Cisco ACI]ファブリックはMicrosoft NLB導入のレイヤ 3ゲート
ウェイになります。

次の表に、各Microsoft NLB導入モードの導入に関する考慮事項の概要を示します。

表 1 : [Cisco ACI] Microsoft NLBを使用した導入モード

IGMPモードマルチキャストモードユニキャストモード

スイッチ名の末尾に -EX、
-FX、または -FX2が付いた
リーフスイッチモデル、お

よびスイッチ名の末尾にサ

フィックスがないリーフス

イッチモデルでサポートさ

れます。ただし、Microsoft
NLBトラフィックは IGMP
によってスコープされず、代

わりにフラッディングされま

す。

スイッチ名の末尾に -EX、
-FX、または -FX2が付いた
リーフスイッチモデル、お

よびスイッチ名の末尾にサ

フィックスがないリーフス

イッチモデルでサポートさ

れます。

スイッチ名の末尾に -EX、
-FX、または -FX2がある
リーフスイッチモデルでサ

ポートされます。

[Cisco ACI]をレイヤ 2ネッ
トワークとして、レイヤ 3
ゲートウェイとして外部ルー

タを使用

リリース4.1以降でサポート
されます。

リリース4.1以降でサポート
されます。

リリース4.1以降でサポート
されます。

[Cisco ACI]をレイヤ 3ゲー
トウェイとして
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次の表に、Cisco ACIをレイヤ 2として使用してMicrosoft NLBを導入するために使用できる構
成オプションの詳細を示します。

表 2 : 3つのMicrosoft NLBモードの外部ルータおよび ACIブリッジドメインの構成

IGMPモード1
マルチキャストモードユニキャストモード

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に設定さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

• No IP回送

•レイヤ 3不明なマルチ
キャスト：オプションで

すが、将来の互換性のた

めに構成可能

•クエリア構成：オプショ
ンですが、将来の互換性

のために有効にできま

す。ブリッジドメイン

の下にサブネットを構成

します。IPルーティン
グは不要です。

• IGMPスヌーピング構
成：オプションですが、

将来の互換性のためにイ

ネーブルにできます。

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に設定さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

• No IP回送

•レイヤ 3不明なマルチ
キャスト：フラッディン

グ（最適化されたマルチ

キャストフラッディン

グでも、Microsoft NLB
トラフィックがフラッ

ディングされる）

• IGMPスヌーピング構
成：該当なし

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に設定さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

• No IP回送

[ACIブリッジドメインの構
成（ACI Bridge Domain
Configuration）]

ユニキャスト VIPからマル
チキャストMACへの静的
ARP構成

ユニキャスト VIPからマル
チキャストMACへの静的
ARP構成

•特別な ARP構成なし

•外部ルータが VIPから
VMACへのマッピング
を学習する

[外部ルータARPテーブルの
構成（External Router ARP
Table Configuration）]

1
リリース 3.2では、Microsoft NLBマルチキャストモードと比較してMicrosoft NLB IGMPモードを使用しても、
複数接続先トラフィックのスコーピングに関して利点はありません。

リリース 4.1以降、 [Cisco ACI] Microsoft NLBサーバーを接続するための構成は、次の一般的
なタスクで構成されています：

• VRFの構成。出力または入力モードで VRFを構成できます。

• Microsoft NLBサーバのブリッジドメイン（BD）を構成します。ハードウェアプロキシ
モードではなく、フラッディングモードで L2ユニキャストを使用します。
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•同じ VIPを共有するすべてのMicrosoft NLBサーバの EPGを定義します。この EPGを以
前に定義した BDに関連付ける必要があります。

• EPGでサブネットとしてMicrosoft NLBVIPを入力します。Microsoft NLBは、次のモード
で構成できます：

•ユニキャストモード：Microsoft NLB VIP構成の一部としてユニキャストMACアド
レスを入力します。このモードでは、クライアントからMicrosoft NLB VIPへのトラ
フィックは、Microsoft NLB BD内のすべての EPGにフラッディングされます。

• [マルチキャストモード（Multicast mode）：Microsoft NLB VIP自体の構成時にマル
チキャストMACアドレスを入力します。MicrosoftNLBEPGの静的ポートに移動し、
Microsoft NLBサーバが接続されている EPGポートにMicrosoft NLBマルチキャスト
MACを追加します。このモードでは、トラフィックは静的MACバインディングを
持つポートに転送されます。

• [IGMPモード（IGMP mode）：Microsoft NLB VIP自体の構成時にMicrosoft NLBグ
ループアドレスを入力します。このモードでは、クライアントからMicrosoftNLBVIP
へのトラフィックは、Microsoft NLBグループアドレスの IGMP Joinを受信するポー
トに転送されます。

• Microsoft NLB EPGとクライアント EPG間のコントラクトの構成します。Microsoft NLB
EPGを契約のプロバイダー側として構成し、クライアント EPGを契約のコンシューマ側
として構成する必要があります。

Microsoft NLBは、ルートプラスフラッディングソリューションです。クライアントから
MicrosoftNLBVIPへのトラフィックは、まずコンシューマToRスイッチでルーティングされ、
次にMicrosoft NLB BDでプロバイダー ToRスイッチに向けてフラッディングされます。

トラフィックがコンシューマ ToRスイッチを出ると、トラフィックはフラッディングされ、
コントラクトはフラッディングトラフィックに適用できません。したがって、契約の適用はコ

ンシューマ ToRスイッチで行う必要があります。

入力モードの VRFの場合、境界リーフスイッチ（コンシューマ ToRスイッチ）にポリシーが
ないため、L3OutからMicrosoft NLBEPGへのVRF内トラフィックがコンシューマ ToRスイッ
チでドロップされることがあります。この問題を回避するには、次のいずれかのオプションを

使用します：

•オプション 1：出力モードで VRFを構成します。出力モードで VRFを構成すると、ポリ
シーは境界リーフスイッチにダウンロードされます。

•オプション 2：Microsoft NLB EPGと L3Outの L3externalを優先グループに追加します。
トラフィックは、コンシューマToRスイッチのデフォルト許可ポリシーにヒットします。

•オプション3：アップ状態の未使用ポート、または境界リーフスイッチ上のMicrosoftNLB
サーバーに接続されているポートにMicrosoft NLB EPGを展開します。これにより、
Microsoft NLB EPGは境界リーフスイッチのローカルエンドポイントになります。ポリ
シーはローカルエンドポイント用にダウンロードされるため、境界リーフスイッチには

ポリシーがダウンロードされます。
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•オプション 4：共有サービスを使用します。プロバイダーのMicrosoft NLB VRFとは異な
る、コンシューマ VRFに L3Outを展開します。Microsoft NLB EPGのMicrosoft NLB VIP
の場合は、 [VRFの間で共有（Shared between VRFs）]ボックスをオンにします。コン
シューマ VRFからの L3OutとMicrosoft NLB EPG間のコントラクトを構成します。共有
サービスを使用すると、ポリシーは境界リーフスイッチにダウンロードされます。

次の表に、Microsoft NLBモードでサポートされる EPGおよび BD構成の詳細を示します。

表 3 : [Cisco ACI] Microsoft NLBモードの EPGおよび BDの構成

IGMPモードマルチキャストモードユニキャストモード

•次の IPルーティング

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に設定さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

•ブリッジドメインの
MACアドレスは変更し
ないでください。

• IPルーティング

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に構成さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

•ブリッジドメインの
MACアドレスは変更し
ないでください。

• IPルーティング

•不明なユニキャストフ
ラッディング用に構成さ

れたブリッジドメイン

（hw-proxy以外）

•ブリッジドメインの
MACアドレスは変更し
ないでください。

ブリッジドメインの構成

• VIPのサブネット

• MACアドレスを入力す
る必要はありません

•ダイナミックグループ
または静的グループを

選択できます

•静的グループオプショ
ンを選択した場合は、静

的パスを入力し、各パス

にマルチキャストグ

ループを入力します。

• VIPのサブネット

•サブネットの一部として
定義されたマルチキャス

トMACアドレス

•サーバーが存在するポー
トへのスタティックバ

インディング

•各パスの静的グループ
MACアドレス

• VIPのサブネット

•サブネットの一部として
定義されたユニキャスト

MACアドレス

[EPGの構成（EPG
Configuration）]

ダイナミックグループモー

ドでは、VMMドメインを使
用できます。

マルチキャストモードには

静的パスが必要であるため、

この状況ではVMMドメイン
を使用できません。

VMMドメインを入力できま
す。

[VMMドメイン（VMM
Domain）]

Microsoft Network Load Balancingの注意事項と制限事項
次は、Microsoft Network Load Balancing（NLB）の注意事項と制限事項です：
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•ブリッジドメインの [ポリシー（Policy）] > [高度/トラブルシューティング
（Advanced/Troubleshooting）]プロパティでMicrosoft NLB VIPアドレスがそのブリッジ
ドメインの任意の EPGで構成されている場合、 [マルチキャスト SMACでARPをドロッ
プ（Drop ARP with Multicast SMAC）]ノブを無効化する必要があります。

•ブリッジドメインのマルチデスティネーションフラッディングが [ドロップ（drop）]に
設定されている場合、Microsoft NLBはサポートされません。

•アップグレード前に作成された既存のブリッジドメインの場合、 [マルチキャスト SMAC
でARPをドロップ（Drop ARP with Multicast SMAC）]ノブはデフォルトで無効になって
います。アップグレード後に作成されたブリッジドメインの場合、このノブはデフォルト

で有効になっています。アップグレード後にMicrosoft NLBのブリッジドメインを作成す
る場合は、Microsoft NLBを機能させるためにこのノブを無効にする必要があります。

•レイヤ 3マルチキャストはサポートされていません（Microsoft NLB BDで PIMを有効に
することはできません）。

• IGMPの場合、許容されるモードグループは IPv4です（IPv6はサポートされません）。

• EXで終了する名前の Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ、およびそれ以降のみがサポー
トされています。

• Microsoft NLBでは、共有サービスおよびマイクロセグメント（uSeg）EPGがサポートさ
れています。

• [Cisco ACIマルチサイト（Cisco ACI Multi-Site）]は現在サポートされていません。

•レイヤ 2不明ユニキャストフラッディングモードでMicrosoft NLBを設定する必要があり
ます。

代わりに、ハードウェアプロキシのブリッジドメインを構成すると、 [Cisco ACI]は障害
を発生させ、これはブリッジドメインの構成を修正することでクリアされます。ブリッジ

ドメインがハードウェアプロキシ用に誤って構成されたままの場合、ACIは 30秒ごとに
障害のある構成を起動しようとしますが、これはスイッチにとって不要なオーバーヘッド

です。

•デフォルトの SVI MACアドレスを使用してMicrosoft NLBブリッジドメインを構成する
必要があります。レイヤ 3構成では、ブリッジドメインのMACアドレスをデフォルト設
定の 00:22:BD:F8:19:FFに構成する必要があります。Microsoft NLBブリッジドメインのこ
のデフォルト SVI MACアドレスは変更しないでください。

•ファブリックあたり 128のMicrosoft NLB VIPのハードウェア制限があります。

• MicrosoftNLB用に構成された仮想化されたサーバーは、すべてのモード（ユニキャスト、
マルチキャスト、および IGMP）の静的バインディング付きの [Cisco ACI]に接続できま
す。

• MicrosoftNLB用に構成された仮想化されたサーバーは、ユニキャストモードと IGMPモー
ドの VMM統合を介して [Cisco ACI]に接続できます。
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• Microsoft NLBユニキャストモードは、エンドホストモードの Cisco UCS Bシリーズブ
レードサーバーの背後にある VMM統合ではサポートされません。

ユニキャストモードのMicrosoft NLBは、クラスタバウンドパケットの配信について不
明なユニキャストのフラッディングに依存します。ユニキャストモードは、ファブリック

インターコネクトがエンドホストモードの場合、CiscoUCSBシリーズブレードサーバー
では機能しません。このモードでは、不明なユニキャストフレームがフラッディングされ

ないためです。エンドホストモードでの Cisco UCS Bシリーズブレードサーバーのレイ
ヤ 2転送動作の詳細については、以下を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/data-center-virtualization/unified-computing/
whitepaper_c11-701962.html

GUIを使用したユニキャストモードでのMicrosoft NLBの
設定

このタスクは、ブリッジドメインのすべてのポートにMicrosoft NLBがフラッドするように設
定します。

始める前に

これらの手順を進める前に次の使用可能な情報を準備してください。

• Microsoft NLBクラスタ VIP

• Microsoft NLBクラスタMACアドレス

手順

ステップ 1 リストナビゲーションペインで、 [テナント（Tenant）] > [tenant_name] > [アプリケーションプロファイ
ル（Application Profiles）] > [application_profile_name[ > [アプリケーション EPG（Application EPGs）] >
[application_EPG_name] > [サブネット（Subnets）]。

ステップ 2 次を右クリックします。サブネット [状態（Status）] > [インターフェイス状態（Interface Status）] [EPGサ
ブネットを作成します（Create EPG Subnet）]を選択します。

ステップ 3 次に [EPGサブネットを作成します（Create EPG Subnet）]を選択しますダイアログボックスで、次の
フィールドに入力します：

a) リスト [デフォルトゲートウェイの IP（Default Gateway IP）]フィールドでMicrosoft NLB cluster VIP
を入力します。

次に例を示します。 [192.0.2.1/32]。

b) 次に対象範囲エリアで共有サービスについては、次をオンにします。 VRFの間で共有。

オフプライベートからVRF（選択されている場合）。
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c) 通常のサブネットコントロールの下でデフォルトSVIゲートウェイなしチェックボックスをオンにし
ます。

d) 次にサブネットの向こう側の送信タイプ領域で、 [Epnlb]上に構築できます。

このモードフィールドが表示されます。

e) [バーチャルアカウント（Virtual Account）]ドロップダウンリストから、モードドロップダウンリス
トから、 [ユニキャストモードの NLB（NLB in unicast mode）]を選択します。

このMACアドレスフィールドが表示されます。

f) リスト [MACアドレス（MAC Address）]フィールドにMicrosoft NLBクラスタMACアドレスを入力
します。

次に例を示します。 00:01:02:03:04:05。

ステップ 4 登録手続きを開始するには、送信。

GUIを使用したマルチキャストモードでのMicrosoft NLB
の構成

このタスクは、ブリッジドメインの特定のポートでのみMicrosoft NLBがフラッドするように
構成します。

始める前に

これらの手順を進める前に次の使用可能な情報を準備してください：

• Microsoft NLBクラスタ VIP

• Microsoft NLBクラスタMACアドレス

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [テナント（Tenant）] > [tenant_name] > [アプリケーション
プロファイル（Application Profiles）] > [application_profile_name[ > [アプリケーション EPG（Application
EPGs）] > [application_EPG_name] > [サブネット（Subnets）]を選択します。

ステップ 2 [サブネット（Subnets）]および [EPGサブネットを作成します（Create EPG Subnet）]を選択します。

ステップ 3 [EPGサブネットを作成します（Create EPG Subnet）]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力し
ます：

a) [デフォルトゲートウェイの IP（Default Gateway IP）]フィールドでMicrosoft NLB cluster VIPを入力
します。

たとえば、 192.0.2.1/32です。

Microsoft NLB
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b) [範囲（Scope）]エリアで共有サービスについては、 [VRFの間で共有（Shared between VRFs）]をオ
ンにします。

選択されている場合、 [プライベートから VRF（Private to VRF）] ¥をオフにします。

c) [サブネットコントロール（Subnet Control）]の下で [デフォルト SVIゲートウェイなし（No Default
SVI Gateway）]チェックボックスをオンにします。

d) [サブネットの向こう側の送信タイプ（Type Behind Subnet）]エリア内で [MSNLB]をクリックしま
す。

[モード（Mode）]フィールドが表示されます。

e) [モード（Mode）]ドロップダウンリストから、 [静的マルチキャストモードの NLB（NLB in static
multicast mode）]を選択します。

[MACアドレス（MAC Address）]フィールドが表示されます。

f) [MACアドレス（MAC Address）]フィールドにMicrosoft NLBクラスタMACアドレスを入力しま
す。

マルチキャストモードのMicrosoft NLBクラスタMACアドレスの場合、クラスタMACアドレスは 03
で始まる必要があります。

たとえば、 01:02:03:04です。

g) マルチキャストモードでこのフィールドに入力したMicrosoft NLBクラスタのMACアドレスをコピー
します。

ステップ 4 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 5 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [テナント（Tenant）][tenant_name] > [アプリケーションプ
ロファイル（Application Profiles）] > [application_profile_name] > [Application EPGs] >
[application_EPG_name] > [静的ポート（Static Ports）] > [static_port]を選択します。

ブリッジドメインでMicrosoft NLBをフラッドに構成する静的ポートを選択します。

ステップ 6 このポートの [静的パス（Static Path）]ページで、次のフィールドに入力します。

a) [NLB静的グループ（NLB Static Group）]エリアで、 +をクリックし（作成）、 3.g（12ページ）
からコピーしたMACアドレスを [MACアドレス（Mac Address）]フィールドに貼り付けます。

b) 次の下にある [更新（Update）]をクリックします。 [MACアドレス（Mac Address）]フィールド。

ステップ 7 [静的パス（Static Path）]ページで、 [送信（Submit）]をクリックします。

このMicrosoft NLBクラスタMACアドレスへのトラフィックは、この静的ポートに送信されます。

GUIを使用した IGMPモードでのMicrosoft NLBの設定
このタスクは、ブリッジドメインの特定のポートでのみMicrosoft NLBがフラッドするように
設定します。

Microsoft NLB
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始める前に

これらの手順を進める前に次の使用可能な情報を準備してください。

• Microsoft NLBクラスタ VIP

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [テナント（Tenant）] > [tenant_name] > [アプリケーション
プロファイル（Application Profiles）] > [application_profile_name[ > [アプリケーション EPG（Application
EPGs）] > [application_EPG_name] > [サブネット（Subnets）]。

ステップ 2 次を右クリックします。 [サブネット（Subnets）]そして [EPGサブネットを作成します（Create EPG
Subnet）]を選択します。

ステップ 3 [EPGサブネットを作成します（Create EPG Subnet）]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力し
ます：

a) [デフォルトゲートウェイの IP（Default Gateway IP）]フィールドでMicrosoft NLB cluster VIPを入力
します。

次に例を示します。 [192.0.2.1/32]。

b) [範囲（Scope）]エリアで共有サービスについては、次をオンにします。 [VRFの間で共有（Shared
between VRFs）]。

[プライベートから VRF（Private to VRF）]をオフにします（選択されている場合）。

c) [サブネットコントロール（Subnet Control）]の下で [デフォルト SVIゲートウェイなし（No Default
SVI Gateway）]チェックボックスをオンにします。

d) [サブネットの向こう側の送信タイプ（Type Behind Subnet）]エリア内で [Epnlb]をクリックします。

[モード（Mode）]フィールドが表示されます。

e) [モード（Mode）]ドロップダウンリストから、 [IGMPモードの NLB（NLB in IGMP mode）]を選択
します。

[グループ Id（Group Id）]フィールドが表示されます。

f) [グループ Id（Group Id）]フィールドに、Microsoft NLBマルチキャストグループアドレスを入力し
ます。

Microsoft NLBマルチキャストグループアドレスの場合、アドレスの最後の 2オクテットは、インス
タンスクラスタ IPアドレスの最後の 2オクテットに対応します。たとえば、インスタンスクラスター
の IPアドレスが 10.20.30.40の場合、このフィールドに入力するMicrosoft NLBマルチキャストグ
ループアドレスは次のようになります。 239.255.30.40。

ステップ 4 次をクリックします [送信（Submit）]。

Microsoft NLBクラスタVIPへのトラフィックは、APICから静的に、またはNLBクラスタからの IGMP参
加に基づいて動的に設定された発信インターフェイスリストにフラッディングされます。

Microsoft NLB
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ステップ 5 スタティック結合とダイナミック結合のどちらを使用するかを決定します。

スタティック結合とダイナミック結合を組み合わせて使用できます。一部のポートはスタティック結合を

使用でき、他のポートはダイナミック結合を使用できます。

• [ダイナミック参加：ダイナミック結合では、それぞれのポートでMicrosoft NLBクラスタによって結
合が送信され、スイッチはその発信インターフェイスリストを使用して動的に起動します。

•静的結合：スタティック結合では、Microsoft NLBクラスタ VIPへのトラフィックは、次の手順で設
定したポートに送信されます。

スタティック結合を使用する場合：

1. 次のフィールドに入力したMicrosoft NLBマルチキャストグループアドレスをコピーします。 [グ
ループ Id（Group Id）]フィールドは、次にあります。 3.f（13ページ）。

2. [ナビゲーション（Navigation）]ペインで、 [テナント（Tenant）] > [tenant_name] > [アプリケー
ションプロファイル（Application Profiles）] > [application_profile_name] > [Application EPGs] >
[application_EPG_name] > [スタテックポート（Static Ports）] > [static_port]を選択します。

ブリッジドメインでMicrosoft NLBをフラッドに設定するスタティックポートを選択します。

3. このポートの [静的パス（Static Path）]ページで、次のフィールドに入力します：

• [IGMPスヌープ静的グループ（IGMP Snoop Static Group）]エリア内で +（作成）をクリッ
クします。そして、コピーしたグループアドレスを 3.f（13ページ）次に貼り付けます。
[グループアドレス（Group Address）]フィールド

•次をクリックします。 [更新（Update）]これは、 [グループアドレス（Group Address）]
フィールドの下にあります。

4. [静的パス（Static Path）]ページで、 [送信（Submit）]をクリックします。

ブリッジドメインではデフォルトで IGMPスヌーピングがオンになっています。これは、ブリッジドメイ
ンに関連付けられた IGMPスヌーピングポリシー「デフォルト」により、ポリシーの管理状態として [有効
化（Enabled）] になるためです。詳細については、 GUIを使用した IGMPスヌーピングポリシーの設定
を参照してください。

Microsoft NLB
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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